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研究成果の概要：ミクロネシアのファイス島から出土した交易土器が、時代によって異なる地

域で生産されたものかどうかを検討するため、ファイス島出土土器およびヤップ島とパラオ島

の粘土試料に含まれる鉱物分析を行った。その結果、ヤップ島の粘土鉱物組成は類似しており、

ヤップ島で生産された土器を更に村単位で生産地を復原するのは難しいことがわかった。他方、

ヤップ島とパラオ島の粘土鉱物組成は互いに異なるので、この２島で作られた土器は鉱物組成

鑑定を用いることで区別が可能であることが確認された。 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、資源に乏しいサンゴ小島嶼への
人類居住と環境適応の変化の様相を明らか
にするために行ってきた一連の研究の一部
として行う。過去３回の発掘調査を行ってき
たミクロネシア連邦、ヤップ州、ファイス島
からは、土器片を 1000 片以上発掘から入手
している。サンゴ島であるファイス島には粘
土がないため、これらの土器はファイス島で
作成された可能性はきわめて低い。おそらく
ファイス島近隣の粘土のある火山島で作ら
れ、ファイス島に交易などで持ち運ばれてき
たものであることが予想された。土器の表面

や断面、および粘土胎土の観察に基づく分析
では、ほとんどが西方のヤップ島で作られた
土器であることが予想され、専門家に依頼し
た鉱物鑑定結果でも、ヤップ産の土器である
ことが裏付けられていた。 
 
２．研究の目的 

ヤップ島は歴史時代に至るまで、ファイス
島との交易関係を持っていたことで知られ
ている。交易はヤップの限られた地域の村が
独占して行ってきたことが民族誌資料から
知られている。果たしてそれが交易の歴史を
通じて常にそうであったのか、あるいは、歴
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史的に特定化された結果であるのか、ファイ
ス島から出土する土器片を分析することで、
交易相手地域、あるいは村落の変化の様子を
明らかにしてゆく。それによって、このよう
なサンゴ島に居住しながら、その生存戦略の
一つとして継続してきた交易形態の歴史を
復元し、多数地域との交易から次第に一地点
との交易へと収斂した可能性、およびその背
景理由を検討する。さらに、歴史的に交易相
手とされてきたヤップ島以外の島、具体的に
はパラオやマリアナ諸島との交易も行って
いたかどうかも検討し、サンゴ島居住民の居
住戦略を復元することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) ファイス島出土の土器の交易相手の時
期的変化を復原するには、細かな年代測定値
による時代区分が必要である。そのため、新
たに 11 点の年代測定を行った。 
 
(2) ファイス島で 2005年に行った発掘調査
で出土した土器の鉱物分析を追加試料とし
て行った。 
 
(3) 土器の他にも、サンゴ島には存在しな
い石が出土しているので、それらの鉱物分析
をパリノ・サーヴェイ株式会社に委託して行
った。 
 
(4) パラオで採取してきた伝統的な土器作
り村で利用していた粘土サンプル（ガッパン
村、ゲルミド村）の薄片による鉱物鑑定、粘
土鉱物分析、および蛍光 X線分析をパリノ・
サーヴェイ株式会社に委託して行った。 
 
４．研究成果 
(1) 年代測定値と土器や他の遺物などの出
土状況から、ファイス島の先史時代を以下の
ような 4つの文化期に分けられることを提唱
した。 
 第１期：AD1-400 
 第２期：AD400-800 
 第３期：AD800-1400 
 第４期：AD1400-歴史時代 
 
(2) 2005 年度の発掘調査から出土した土器
は上記全ての時期から総計 504点出土してお
り、ファイス島住民が火山島から継続的に土
器を輸入していたことが確認された。 
 
(3) 大多数の土器はヤップ島産で、時期的
に、ヤップにおける土器変化と同様な変化が
ファイスでも確認された。 
 
 第１期：CST 土器と無紋土器 
 第２期：CST 土器と無紋土器 
 第３期：層状土器 

 第４期：層状土器 
 
(4) ヤップの特徴的な 3 種類の土器の形式
分類に合致しない土器片が、第３期から 14
点、第４期から 2点出土しており、第１およ
び第２期からは出土していないことがわか
った。このことは、ファイス島住民が、居住
開始後 800 年間は、ヤップ以外の火山島との
接触をもち、そこで作られた土器を持ち帰っ
ていたことを示している。これらの土器の特
徴は、断面が非常に黒く、石英粒が混入し、
堅いというものがあげられる。これは、ヤッ
プの南に位置するパラオ島で作られていた
土器の特徴に合致し、鉱物鑑定の結果もパラ
オで作られた可能性を示している。 

このことは、ファイス島民が、移住後 800
年間はヤップおよびパラオと文化接触を持
ち、土器などを輸入していたが、紀元後 800
年以降はもっぱらヤップ島との交流に限定
されたことを示している。ただし、パラオの
土器が全体に占める割合は約４％にすぎず、
定期的な交流よりもむしろ偶発的交流の可
能性も考えられる。 
 
(5) ヤップ島最古のCST土器（今から約2000
年前～と、やや後に位置づけられる無紋土器
がファイスでは同時期に発掘され、量的にも
同程度が出土することから、ここで無紋土器
と分類したものにはヤップ島以外で生産さ
れたものが含まれている可能性がある。その
産地がどこであるかを同定するには、今回行
った薄片分析による鉱物鑑定よりも簡単か
つ大量に分析できる方法を開発する必要が
あるであろう。 
 
(6) 出土した岩石７点の薄片による鉱物鑑
定の結果、5点は変成岩で、1点は石灰岩、1
点はグアノ（燐光石）であった。変成岩は、
ミクロネシアではヤップ島にしか見られな
い安山岩起源の鉱物で、明らかにヤップ島か
らファイス島へ持ち込まれたと考えられる。
近年まで、これらの石を火で熱し、薬草を入
れた水の中に放り込んで蒸気を発生させ、そ
れを吸引することで病気治療を行うことが
行われていた。このことは、これらの石が資
源として土器や他の産物と共にファイス島
へ持ち込まれたことを示している。 
 石灰岩及びグアノはおそらくファイス島
産の物と考えられる。特に、グアノは、日本
統治時代に掘り出され、日本に輸出された歴
史がある。 
 
(7) パラオ島から採取した粘土鉱物分析の
は、パリノ・サーヴェイ株式会社に委託して
行われた。粘土に含まれる鉱物は X 線解析お
よび薄片による鉱物鑑定、粘土鉱物は蛍光 X
線分析によってそれぞれ分析が行われた。 



 

 

ガッパン試料： 石英の鉱物編と珪化凝灰
岩を主体とし、微量の斜長石や白雲母の鉱物
編も認められた。X線回析分析パターンでは、
カオリナイトが支配的な粘土鉱物で、雲母鉱
物および滑石が少量含まれている。 

ゲルミド試料：石英、斜長石、単斜輝石な
どで構成され、カリ潮汐や斜方輝石、凝灰岩、
玄武岩、多結晶石英、珪化岩など、多種の砕
屑物も混在していた。X 線回析からは、カオ
リナイトとスメクタイトが支配的である。 
 
 これらの結果、両分析試料には、粘土鉱物
の組成に明らかに違いがあることが確認さ
れた。ガッパン試料はカオリナイトを主体と
し、ゲルミド試料はカオリナイトとスメクタ
イトの 2 種類が主体であった。 
 カオリナイトとは、白磁を作成する原料と
して使われ、中国の六朝時代以降現代まで中
国で盛んに使われ、日本でも江戸時代に伊万
里でこれを使って磁器を作成していたこと
でもわかるように、粘土としては非常に質の
高い物である。ヤップ島の非常に収縮率の高
い粘度と比べると格段に質が高い。 
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